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　2018年3月12日・20日、ビジネススクール
である本学の学生達が、新潟県内の企業が抱
える課題に対して、解決策を提案する成果報
告会が開催されました。この取り組みは、文部
科学省「地（知）の拠点大学による地方創生推
進事業（COC+）」の一環である「地域創生企
業ケーススタディ事業」として実施されまし
た。今回は、市内の発酵の町、沼垂で味噌を製
造・販売して113年になる㈱峰村商店と、農
家をICT技術で支えるウォーターセル㈱に、対
象として協力いただきました。学生達は、1月5
日に両社の社長から検討課題の提示を受け、
その後2ヵ月間にわたる工場見学や経営者、
社員の方々とのディスカッション等の調査に
基づき、提案をまとめました。

　新潟県内で有数の味噌生産量を誇る峰村
商店は、その味噌で丹念に味付けした野菜の
味噌漬けが多くの消費者に親しまれています。
しかし全国的に味噌の消費量が減少している
ため、本学学生が解決策を提案すべき課題と
して、葉葺社長はまず海外での味噌の消費拡
大を挙げました。また同社は近年、甘酒の製造
と販売も始めました。甘酒は日本国内では市場
が拡大傾向にありますが、峰村商店の更なる
収益拡大のため、海外で販売する方策を検討
することが第二の課題でした。
　この2つの課題に対して、1つのグループは
モンゴルに岩塩を使った味噌を製造・輸出し、

モンゴル人の著名な日本料理人とのコラボレー
ションにより味噌の普及を図る提案を行いまし
た。もう1グループは、和食人気が高い地中海
沿岸諸国をターゲットに、味噌を練り込んだパ
スタや甘酒のジェラートといった新商品を提案
しました。いずれもユニークなアイデアで、葉葺
社長も大変感心されていました。

　ウォーターセルは、栽培や出荷等、農家が行
う多くの作業を、航空写真を利用して田畑ごと
に管理するソフトウェアを開発しています。デー
タはクラウドに保存され、農家内で簡単に共有
ができ、低価格を強みに受注を増やしていま
す。ウォーターセルから提示された課題も、海外
展開でした。現在は国内でのみ事業を行なっ
ている同社の更なる発展のため、どの国をター
ゲットにし、どのような形で進出して事業展開を
図れば良いのかを、1グループが検討しました。
　彼らは米に的を絞り、生産と輸出量、政府方
針に基づき対象国をアジアの4カ国に定めまし
た。そして、ウォーターセルの現在の提携関係
を活用したり、海外企業のビジネスモデルを参
考にしたりして、顧客層を広げるビジネスモデ
ルを提案しました。長井社長も、すぐにでも進出
したくなるようなワクワクする内容だったと評価
してくださいました。
　今後も事業創造大学院大学は、地元企業と
連携する事業に積極的に取り組んでまいりま
す。お気軽にご相談ください。
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仙石学長（以下、学長）：皆さんは理系の分野
の学部を卒業していますが、どういった経緯で
本学に入学しようと思ったのですか？

オイドブスレン ツェツェグガラブさん（以下、
ガラブ）：最初は国費留学生として来日し、大
学では情報工学を専攻しました。その後、モン
ゴルに帰国し就職しましたが、JICAのプロジェ
クトでモンゴルの中小企業の課題を知る機会
があり、課題解決方法や経営自体に興味を持
つようになりました。そんな時に本学のことを知
り、入学に至りました。

村山 康吾さん（以下、村山）：大学で化学工学
の分野を選択した私は、卒業後一旦就職しま
したが故郷の新潟に戻り、現職でもある㈱コメ
リに転職しました。現場経験や、店舗開発等を
担当し、現在は社長秘書をしています。これま
での業務経験や秘書として経営企画等の話
に立ち会える状況から、改めて経営について
興味を持ち始めた矢先に、会社からの推薦も
あり本学入学を即答しました。ここで学んだ知

識や経験を基に会社に貢献していきたいと考
えています。

五十嵐 浩司さん（以下、五十嵐）：私は農業土
木を大学院修士課程まで学んだ後、道路施工
会社の研究所や土木設計会社に勤務してい
ました。そのキャリアの中で土木技術や技術監
理のスキルを学び、そのスキルや技術資格を
活かす意味で起業を考えるようになりました。し
かし、起業への知識が乏しいと感じたため、本
学に入学することにしました。

学長：皆さん、共通して社会経験から経営学
に興味を持ち、入学されたのですね。では、本
学で学んでみていかがでしたか？

ガラブ：理系の分野では理論や実験を基に正
解を求めるのに対して、MBAの学問に正解は
ないと感じました。1つのビジネスの手法が全て
の企業に適用できるわけではありません。講義
では、色々な企業のケーススタディを分析し、

理論づけしたりパターン化したりしました。本学
ではグループ皆でディスカッションする機会も
多く、その中から適切な答えを見つけ出す過
程で、他の学生から学べることが多かったで
すね。

五十嵐：ファイナンス系の授業は考え方に数学
的な要素が多かったので、勉強すればするほ
ど身につきました。逆に、経理の経験がなかっ
たので、財務会計の授業は苦労しました。た
だ、一つ一つ丁寧に、「借方」「貸方」の基礎
から教わることができたので、最後は面白い学
問だと感じられるようになりました。

村山：私はまだ、基礎的な科目しか履修してい
ませんが...今まで経営に関して一切勉強してこ
なかったので、授業の内容全てが新しく、なぜ
こうなるのか？の理論を日々探求しています。発
見、発見の毎日で楽しくて仕方ないですね。

学長：皆さんの言う通り、理系の分野は自然の
原理など普遍性を求める傾向がありますよね。
海外の有名大学のビジネススクールでもケース
スタディが重要だと言っていますが、理系の方
はその例題から共通の何かがないかを考える
でしょう。ところがこの経営の分野ではその発

cross   talk
座談会

理系出身者にとってMBAを学ぶ意義
～学長と学生による座談会～

想がまだまだ少ないのです。法則がないことが
逆に面白い分野でもありますね。

学長：今後、MBAの知識をどう活かしていきた
いと思っていますか？

五十嵐：大学院博士課程に進学し、「建設分
野におけるAI活用」という調査研究に取り組
む予定です。例えば老朽化した道路や橋の構
造物点検・調査を、AIを使って自動的に数値
化し、点検・調査の迅速化・効率化に貢献する
ようなシステムを将来的にビジネス化し起業で
きたらと思っています。

ガラブ：私は日本のIT企業に就職します。ITと
経営に関わる所で何かできないかと思ってい
たことが、やっと実現できそうです。せっかく経
営の勉強をしたので、言われた事だけをやる課
題解決型の仕事ではなく、企業の一歩先を見
据えたソリューションの提案ができる仕事をし
たいです。そして先々は、母国モンゴルの企業
経営強化のサポートや、日本企業との間を繋ぐ
架け橋的な役割を担いたいと思っています。

村山：私の場合はもう1年学ぶので具体的には
これからですが、世の中や企業に対して新しい
イノベーションを起こすのは文系的な発想の方
が多く、それを持続的に続けて行こうとするの
は理系的な発想の方が多いと思います。経営
にはその持続性も大事だと思いますので、会
社でそういう発想を持てる人を増やしていきた
いですね。それが結果として会社に良い流れ
を作れると思っています。

学長：産業を興す際は、技術力の要素や、持続
性が必要ですし、それが基礎となります。今は
ITやAIといった技術が先に進み過ぎて、社会
のニーズが追いついていない印象です。その
ギャップが詰まってくると、新しい産業が生まれ
る可能性があります。だからこそ、理系の方が
本学で経営を学ぶことが重要な意味を持つの
ではないでしょうか？　皆さんはいかがですか？

村山：実際に組織の一員として働いている中
では理系、文系は関係ないと思います。だから
そこに捉われず、興味を持った分野を素直に
学べば良いと思います。本学にはバランス良く
色んなカリキュラムや環境が整っていますの
で、ぜひ幅広い方々に学んで欲しいですね。

五十嵐：私はMBAを学ぶことは人間教育の一
環だと感じます。普段、目先の仕事に追われて、
自分は何ができるか？企業や事業が果たす役割
とは？等を考えることは殆ど無いと思います。しか
し、ここには同じ志を持った人たちが集まってい
るので、色々な考え方や意見を聞くことができま
す。自分がどうなりたいかという立ち位置が見つ
かる場である本学で、ビジネスへの志を持つこと
の大切さを多くの方に実感してもらいたいです。

ガラブ：そうですね。自分の専門性をもっと深め
るために大学院に進学する人が多いかと思い
ますが、最近の経済状況を考えると、MBAを目
指してより幅広い知識を得ることが今後は大事
だと思います。ここは意識の高い留学生が世
界から集まりますし、社会経験豊富な日本人の
方も多くいます。人脈や知識を広げる場として、
とても良い環境だと思います。

学長：本学は日本人に留学生、男性、女性、若
い方から年配の方まで正にダイバーシティの環
境ですが、その中で切磋琢磨できることは非常
に素晴らしいことだと思います。理系の方がビ
ジネスをより深く学ぶことは有益なことですし、
逆に文系の方が技術系を学ぶことも同様で
す。ただし、重要なのは自分のバックグラウンド
のコアな部分である、誰にも負けないと思える
所を1つでも持って取り組むことです。少なくとも
1つは芯を持って学んで欲しいですね。それが
自信にもつながると思いますので、皆さんのこ
れからに期待しています。頑張ってください。

MBAは文系のイメージが強いと思っている方が多いですが、経営においては理系の発想も重要です。
今回は理系出身の学生と仙石学長との座談会から、本学で学ぶ意義や理系の方が経営を学ぶ重要性を
感じ取っていただければと思います。

座談会参加者
左から
・村山 康吾さん
〈大阪大学基礎工学部卒業〉

・仙石 正和学長

・オイドブスレン ツェツェグガラブさん
〈モンゴル科学技術大学大学院経営研究科卒業〉

・五十嵐 浩司さん
〈新潟大学大学院農学研究科卒業〉
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ないから逆に面白い分野
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MBAは人間教育の場、
芯を持って学んで欲しい
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　雇用保険の加入期間などの支給要件を満たしている方が、標準
修了年限の2年で本学を修了した場合、ハローワークに申請するこ
とで本学に支払った経費の一部（最大112万円）を給付金として受
け取ることができます。

専門実践教育訓練給付金

企業の人材育成に「助成金」、「給付金」を活用しませんか？

　本学の教育理念に賛同する著名な学識者、起業家、経営者の方々から
客員教授に就任いただき、年間を通じて特別講義を行っております。一般
の方々にも受講いただけるよう広く公開しておりますので、皆様のご参加を
お待ちしております。（参加無料・要予約）

2018年 6月23日㊏

オープンキャンパス

入学試験 2018年秋学期（10月）入学

出願受付期間 入学試験日

特別講義

～会社を担う社員の人材育成に向けて「MBA大学院」を活用する県内企業が増えています～

I N F O R M A T I O N

開 催 日

2018年 6月2日㊏
10：30～12：00 

2018年 7月28日㊏
10：30～12：00 

清水 秀雄 客員教授

株式会社トップカルチャー
代表取締役社長

玉生 弘昌 客員教授

株式会社プラネット
代表取締役会長

参加対象：在学生、修了生、一般の方 参加対象：入学を検討されている方

7月17日㊋～7月25日㊌ 8月4日㊏
8月21日㊋～8月29日㊌ 9月8日㊏

『なぜ日本の
　　インフラは凄いのか』

『破壊的イノベーション』

最大112万円 給付
　職業訓練などを実施する事業主等に対して訓練経費を助成す
る制度です。
　本学は、事業主等が労働者のキャリアアップ・能力開発を行う人
材開発支援助成金 ①特定訓練コースに該当し、訓練経費の実費
相当額の45%（一人当たり上限50万）が助成されます。

人材開発支援助成金
訓練経費助成45% 上限50万（1名あたり）

　最近の新聞の経済・産業面では、IoT（モノのインターネット）、ビッグデータ、
AI（人工知能）の文字が連日のように踊っています。その理由は、これらは科

学技術だけでなく社会構造にまで変化をもたらし
つつあるからです。これらはIT（情報技術）の発
展に基づくものですが、その技術がさらに、ブロッ
クチェーンを生み、量子コンピューターの実用化
に向かって、新しい時代に入りつつあります。この
新時代に向けた本学の取り組みと、ブロック
チェーン、ポストブロックチェーンと量子コンピュー
ターの現状と、来るべき将来の展望をビジネス、人
材育成、技術論を含めて論じます。

ＭＢＡ特別授業

学長自らが語る！
来るべき将来のビジネス展望と人材育成
～IT、ブロックチェーン、量子コンピューターとビジネス～

学長　仙石 正和
（担当科目：IT基礎技術）

詳細は、本学までお問合わせください。

社員の能力開発を実践する中小企業の皆様へ 働きながら学びたい社会人の皆様へ

13：30～15：30

授業概要


